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● 相談対応の際には、多文化共生コーディネーターと多言語相談員がペアとな

って相談を受けることとしている。日本での行政手続や関係機関との調整能力

に長けたコーディネーターと、海外の事情を熟知した多言語相談員が共同で対

応にあたることで、互いのスキルを活かしながら、相談対応を円滑に行うこと

ができる。（山口県） 

● 相談員の資質向上が課題となっていたため、先進地である他県の視察を行

い、実際の相談に対する対応方法等の調査・把握を行った。具体的には、各相

談窓口の広報物や相談対応票、使用マニュアルを確認させていただき、また相

談員に相談体制や多言語対応の方法、相談内容の傾向等に係る話を伺った。

（鹿児島県） 

 

  ボランティアの活用について 

多言語対応の方法の１つとして、ボランティアの活用があります。 

東京都八王子市では、八王子国際協会が語学ボランティアの登録事業を行って

おり、令和６年３月３１日時点で３７１名、言語数にして２１言語の語学ボラン

ティアが登録されています。サポートデスク（一元的相談窓口）には、年間を通

して曜日を決めて派遣しており、少数言語については事前に予約があれば派遣さ

れます。急な対応が必要な場合には翻訳機器を活用するなど、状況に応じた多言

語対応が行われています。 

また、東京都練馬区では、区で通訳ボランティアを募集しており、令和６年４

月１日時点で３０４名、言語数にして２５言語のボランティアが登録されていま

す。 

一元的相談窓口での相談対応等をボランティアに手伝ってもらった場合の謝礼

（図書カード等）についても、外国人受入環境整備交付金の対象となります。 

交付金活用の詳細については、外国人受入環境整備交付金担当までお問合せく

ださい。 
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